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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第47期
第３四半期
累計期間

第48期
第３四半期
累計期間

第47期
第３四半期
会計期間

第48期
第３四半期
会計期間

第47期

会計期間

自平成20年
４月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
10月１日
至平成20年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成20年
４月１日
至平成21年
３月31日

売上高（千円） 7,229,2006,261,1762,405,0362,097,8939,545,946

経常利益（千円） 691,777 100,295 250,648 62,231 866,493

四半期（当期）純利益（千円） 329,180 32,307 79,814 20,598 308,495

持分法を適用した場合の投資利益

（千円）
－ － － － －

資本金（千円） － － 733,360 733,360 733,360

発行済株式総数（千株） － － 8,264 8,264 8,264

純資産額（千円） － － 6,219,6495,938,4036,171,121

総資産額（千円） － － 7,780,1287,304,8048,095,305

１株当たり純資産額（円） － － 797.59 761.68 791.38

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
42.20 4.14 10.23 2.64 39.55

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
－ － － － －

１株当たり配当額（円） 19.50 19.50 － － 39.50

自己資本比率（％） － － 79.9 81.3 76.2

営業活動による

キャッシュ・フロー（千円）
58,289△360,044 － － 570,641

投資活動による

キャッシュ・フロー（千円）
81,123 13,019 － － △215,715

財務活動による

キャッシュ・フロー（千円）
△309,050△356,070 － － △310,206

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（千円）
－ － 2,599,6822,110,9442,814,039

従業員数（人） － － 1,473 1,504 1,439

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には消費税等は含まれておりません。

３．持分法を適用した場合の投資利益については、関連会社がないため記載しておりません。

４．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。
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２【事業の内容】

　当第３四半期会計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。

 

３【関係会社の状況】

　当社には関係会社が存在しないため、該当事項はありません。

 

４【従業員の状況】

提出会社の状況

 平成21年12月31日現在

従業員数（人） 1,504    

　（注）従業員数には嘱託、契約社員、パート及びアルバイトを含んでおりません。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

(1）生産実績

　当第３四半期会計期間の生産実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

ネットワークサービス 1,354,485 93.1

システム開発 495,721 78.1

システム運用 223,925 81.0

ＯＡサービス 23,760 61.7

合計 2,097,893 87.2

　（注）１．金額は販売価格によっております。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(2）受注状況

　当第３四半期会計期間における受注状況を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 受注高（千円）
　前年同四半期比

（％）
受注残高（千円）

前年同四半期比
（％）　

ネットワークサービス 1,356,405 93.2 6,620 －

システム開発 516,910 81.3 28,017 2,018.5

システム運用 223,925 81.0 － －

ＯＡサービス 23,760 61.7 － －

合計 2,121,001 88.1 34,637 2,495.5

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

(3）販売実績

　当第３四半期会計期間の販売実績を部門別に示すと、次のとおりであります。

部門別 金額（千円） 前年同四半期比（％）　

ネットワークサービス 1,354,485 93.1

システム開発 495,721 78.1

システム運用 223,925 81.0

ＯＡサービス 23,760 61.7

合計 2,097,893 87.2

　（注）　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２【事業等のリスク】

　当第３四半期会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。また、前事業年度の有価証券報告書

に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

３【経営上の重要な契約等】

　該当事項はありません。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

当第３四半期会計期間（平成21年10月１日～平成21年12月31日）におけるわが国経済は、昨年来の景気低迷に

下げ止まりや回復の兆しが見られるものの、厳しい雇用情勢と個人消費や設備投資の低調な動きが続いており、

先行き不透明な状況にあります。情報サービス産業におきましても、顧客の情報化投資は依然として凍結や抑制

の傾向にあり、厳しい経営環境が続いております。一方で、クラウドコンピューティングの進展に対応したサービ

スの提供が求められるほか、業界再編の兆候も顕在化する等、当業界は新たな局面を迎えております。

このような情勢の下、当社では、一括アウトソーシングでの事業推進を強化することで経営資源の集中を図る

とともに、中核を担うコアリーダーの育成に注力し、生産性・収益性の向上に努めてまいりました。また、事業所

間の連携・協力及び技術者育成の態勢強化を図り、顧客ニーズの迅速な把握と対応に取り組みました。

しかしながら、製造業を中心とする顧客企業の情報化投資抑制の影響は大きく、技術者の稼働率が想定以上に

低下したことに加え、厳しい値下げ要求や稼働時間の大幅な減少等により収益性が悪化し、当第３四半期会計期

間の経営成績は、売上高は2,097百万円（前年同期比12.8％減）、経常利益は62百万円（前年同期比75.2％減）と

なりました。また、昨今の株式市場の低迷をうけ、投資有価証券評価損12百万円を計上したこともあり、四半期純

利益は20百万円（前年同期比74.2％減）となりました。

 

　部門別概況は次のとおりであります。

　

　（ネットワークサービス部門）

高収益部門への経営資源の集中を進め、一括アウトソーシング事業の基盤強化に努めました。一方で、顧客企業

の情報化投資抑制の影響は大きく、売上高は1,354百万円（前年同期比6.9％減）となりました。

　（システム開発部門）

受託開発環境の整備と受注案件獲得への注力をおこなったものの、市場での開発案件減少が影響し、売上高は

495百万円（前年同期比21.9％減）となりました。

　（システム運用部門）

汎用系の運用・オペレーション業務は価格下落が続いていること、また、顧客のニーズが汎用系からネット

ワーク系技術へ移行していることから、ネットワークサービス部門への技術者のシフトを進めており、売上高は

223百万円（前年同期比19.0％減）となりました。

　（ＯＡサービス部門）

ＯＡサービスの常駐業務は、価格競争が激しく採算性が悪化していることから、将来性を検討しながら事業の

縮小を進めており、売上高は23百万円（前年同期比38.3％減）となりました。

 

（２）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期会計期間末における現金及び現金同等物は、当第２四半期会計期間末に比べ303百万円減少の

2,110百万円となりました。なお、当第３四半期会計期間におけるキャッシュ・フローの状況は以下のとおりであ

ります。

　ａ．営業活動の結果使用した資金は158百万円（前年同期188百万円）となりました。これは主に、税引前四半期純利

益49百万円、その他の負債の増加52百万円がありましたが、賞与引当金の減少237百万円があったことによるもの

です。

　　　ｂ．投資活動の結果得られた資金は４百万円（前年同期380百万円）となりました。これは主に、有価証券の償還によ

る収入200百万円がありましたが、投資有価証券の取得による支出200百万円があったことによるものです。

　　　ｃ．財務活動の結果使用した資金は149百万円（前年同期151百万円）となりました。これは配当金の支払149百万円に

よるものです。

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期会計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた事項はありませ

ん。

 

（４）研究開発活動

　　該当事項はありません。
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（５）経営成績に重要な影響を与える要因及び経営戦略の現状と見通し

当社の経営成績に重要な影響を与える要因につきましては、前事業年度における有価証券報告書「第２ 事業

の状況４．事業等のリスク」に記載の事項から重要な変更はありません。また、顧客企業の情報化投資抑制の動

きが想定を上回り経営成績に影響を及ぼしましたが、経営戦略の重要な変更はありません。

 

（６）資本の財源及び資金の流動性についての分析

①資金調達

当社の事業活動に必要な資金は、主として内部資金を源泉としております。なお、一部長期的な観点から金融

機関借入を実行しておりますが、手許資金を考慮した場合、実質無借金経営となっております。

②資産及び負債・純資産

当第３四半期会計期間末の総資産は7,304百万円となり、当第２四半期会計期間末に比べ276百万円減少とな

りました。総資産の内訳は、流動資産が4,635百万円（当第２四半期会計期間末比446百万円減）、固定資産が

2,669百万円（当第２四半期会計期間末比169百万円増）となりました。

　流動資産の主な減少は、現金及び預金303百万円、有価証券200百万円の減少によるもので、固定資産の主な増

加は、投資有価証券181百万円の増加によるものであります。

　負債の部では、流動負債が1,287百万円（当第２四半期会計期間末比145百万円減）、固定負債が79百万円（当

第２四半期会計期間末比２百万円増）となりました。

　流動負債の主な減少は、賞与引当金237百万円の減少によるもので、固定負債は役員退職慰労引当金２百万円

が増加となりました。

　純資産の部では、当第３四半期会計期間において四半期純利益を20百万円計上したものの、剰余金による株主

配当152百万円を実施したため、当第３四半期会計期間末の純資産合計は5,938百万円（当第２四半期会計期間

末比133百万円減）となりました。

　以上の結果、自己資本比率は、当第２四半期会計期間末の80.1％から81.3％に上昇しました。

 

（７）経営者の問題意識と今後の方針について

当社の経営陣は、現状の事業分析及び入手可能な情報に基づき、最善の経営方針を立案し経営に当たるよう努

めております。経営者の問題認識と今後の方針につきましては、前事業年度における有価証券報告書に記載の事

項から重要な変更はありませんが、引き続き市場環境の変化や顧客ニーズの迅速な把握と対応に取り組むととも

に業務の効率化を推し進めてまいります。
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第３【設備の状況】
(1）主要な設備の状況

当第３四半期会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

 

(2）設備の新設、除却等の計画

　当第３四半期会計期間において、前四半期会計期間末に計画した重要な設備の新設、除却等について、重要な変

更はありません。また、新たに確定した重要な設備の新設、除却等の計画はありません。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 20,729,000

計 20,729,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現在発行数
(株)

（平成21年12月31日）

提出日現在発行数(株)
（平成22年２月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,264,850 8,264,850
東京証券取引所

（市場第二部）

単元株式数

1,000株

計 8,264,850 8,264,850 － －

（２）【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

（３）【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

　平成21年10月１日～
－ 8,264,850 － 733,360 － 623,845

　平成21年12月31日

（５）【大株主の状況】

　大量保有報告書等の写しの送付等がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりませ

ん。
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（６）【議決権の状況】

　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日（平成21年９月30日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成21年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 468,000　 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 7,646,000 7,646 －

単元未満株式 普通株式 150,850　 － －

発行済株式総数 8,264,850 － －

総株主の議決権 － 7,646 －

　（注）「単元未満株式」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が100株及び、自己保有株式399株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成21年12月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

旭情報サービス株式会社
東京都千代田区丸の内

１丁目７番12号　
468,000 － 468,000 5.66

計 － 468,000 － 468,000 5.66
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２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成21年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 780 799 880 938 882 870 829 773 756

最低（円） 731 745 790 852 845 800 777 703 700

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第二部におけるものであります。

３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書の提出日後、当四半期報告書の提出日までにおいて、役員の異動はありません。
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第５【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号。以下「四半期財務諸表等規則」という。）に基づいて作成しております。

　なお、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20

年４月１日から平成20年12月31日まで）は、改正前の四半期財務諸表等規則に基づき、当第３四半期会計期間（平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日ま

で）は、改正後の四半期財務諸表等規則に基づいて作成しております。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成20

年12月31日まで）及び前第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸

表並びに当第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び当第３四半期累計期間（平成

21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レ

ビューを受けております。

３．四半期連結財務諸表について

　当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,110,944 2,914,039

売掛金 1,128,855 1,207,507

有価証券 1,000,800 －

前払費用 46,087 53,236

繰延税金資産 328,871 329,295

その他 20,076 7,743

流動資産合計 4,635,634 4,511,822

固定資産

有形固定資産 ※1
 102,571

※1
 114,996

無形固定資産 14,259 16,772

投資その他の資産

投資有価証券 910,108 1,787,292

長期預金 800,000 800,000

賃貸不動産 ※2
 115,219

※2
 118,372

敷金及び保証金 263,807 267,370

保険積立金 389,386 389,386

前払年金費用 53,765 59,396

繰延税金資産 8,420 11,962

その他 11,631 17,934

投資その他の資産合計 2,552,338 3,451,714

固定資産合計 2,669,169 3,583,483

資産合計 7,304,804 8,095,305
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（単位：千円）

当第３四半期会計期間末
(平成21年12月31日)

前事業年度末に係る
要約貸借対照表

(平成21年３月31日)

負債の部

流動負債

短期借入金 430,000 480,000

未払金 35,523 59,402

未払費用 386,180 362,910

未払法人税等 51,770 152,827

未払消費税等 28,448 74,322

預り金 79,208 31,141

賞与引当金 262,500 678,000

その他 13,719 13,800

流動負債合計 1,287,349 1,852,403

固定負債

役員退職慰労引当金 79,051 71,780

固定負債合計 79,051 71,780

負債合計 1,366,400 1,924,183

純資産の部

株主資本

資本金 733,360 733,360

資本剰余金 624,519 624,519

利益剰余金 5,014,613 5,290,294

自己株式 △350,900 △349,739

株主資本合計 6,021,592 6,298,434

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 △3,421 △47,545

土地再評価差額金 △79,767 △79,767

評価・換算差額等合計 △83,188 △127,312

純資産合計 5,938,403 6,171,121

負債純資産合計 7,304,804 8,095,305
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（２）【四半期損益計算書】
【第３四半期累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 7,229,200 6,261,176

売上原価 5,441,192 5,141,960

売上総利益 1,788,008 1,119,216

販売費及び一般管理費 ※
 1,110,946

※
 1,039,778

営業利益 677,062 79,437

営業外収益

受取利息 8,998 12,969

受取配当金 6,193 5,065

賃貸不動産収入 5,026 6,237

雑収入 6,055 6,749

営業外収益合計 26,273 31,021

営業外費用

支払利息 6,538 4,998

賃貸不動産費用 5,019 5,164

営業外費用合計 11,557 10,163

経常利益 691,777 100,295

特別利益

投資有価証券売却益 1 －

特別利益合計 1 －

特別損失

投資有価証券評価損 103,749 12,269

固定資産除却損 6,888 670

事務所移転費用 6,098 －

その他 166 －

特別損失合計 116,901 12,940

税引前四半期純利益 574,876 87,355

法人税等 245,696 55,048

四半期純利益 329,180 32,307
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【第３四半期会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期会計期間
(自　平成20年10月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

売上高 2,405,036 2,097,893

売上原価 1,788,591 1,713,873

売上総利益 616,445 384,019

販売費及び一般管理費 ※
 371,620

※
 327,003

営業利益 244,825 57,016

営業外収益

受取利息 2,636 1,803

受取配当金 2,576 2,177

賃貸不動産収入 2,217 2,040

雑収入 2,167 2,217

営業外収益合計 9,598 8,239

営業外費用

支払利息 2,148 1,592

賃貸不動産費用 1,627 1,431

営業外費用合計 3,775 3,023

経常利益 250,648 62,231

特別損失

投資有価証券評価損 103,749 12,269

固定資産除却損 238 620

事務所移転費用 6,098 －

特別損失合計 110,086 12,890

税引前四半期純利益 140,562 49,341

法人税等 60,748 28,742

四半期純利益 79,814 20,598
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期累計期間
(自　平成20年４月１日
　至　平成20年12月31日)

当第３四半期累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 574,876 87,355

減価償却費 18,767 19,663

長期前払費用償却額 6,992 7,095

賞与引当金の増減額（△は減少） △300,002 △415,500

有形固定資産除却損 6,888 670

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △2,655 7,271

投資有価証券評価損益（△は益） 103,749 12,269

投資有価証券売却損益（△は益） △1 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,959 －

受取利息及び受取配当金 △15,191 △18,034

支払利息 6,538 4,998

賃貸不動産収入 △5,026 △6,237

賃貸不動産費用 5,019 5,164

売上債権の増減額（△は増加） △4,567 78,651

保険積立金の増減額（△は増加） 59,531 －

その他の資産の増減額（△は増加） △27,729 3,619

未払費用の増減額（△は減少） 41,799 23,269

未払消費税等の増減額（△は減少） △8,491 △45,873

その他の負債の増減額（△は減少） 48,797 19,667

その他 △13,336 △1,095

小計 497,919 △217,043

利息及び配当金の受取額 15,202 15,536

利息の支払額 △6,480 △4,887

法人税等の支払額 △448,351 △153,649

営業活動によるキャッシュ・フロー 58,289 △360,044

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △56,850 △3,195

投資有価証券の取得による支出 △750,383 △400,000

投資有価証券の売却による収入 17,673 15,599

投資有価証券の償還による収入 500,000 －

有価証券の償還による収入 － 299,110

定期預金の預入による支出 △100,000 －

定期預金の払戻による収入 500,000 100,000

賃貸不動産の賃貸による収入 5,461 6,237

賃貸不動産の管理による支出 △2,201 △2,011

敷金の差入による支出 △47,097 △4,367

敷金の回収による収入 19,305 3,847

その他 △4,783 △2,200

投資活動によるキャッシュ・フロー 81,123 13,019

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の返済による支出 － △50,000

自己株式の増減額（△は増加） △2,649 △1,160

配当金の支払額 △306,400 △304,909

財務活動によるキャッシュ・フロー △309,050 △356,070

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △169,636 △703,094

現金及び現金同等物の期首残高 2,769,319 2,814,039

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 2,599,682

※
 2,110,944
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【四半期財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

　　該当事項はありません。

【簡便な会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

固定資産の減価償却の算定方法 　減価償却の方法として定率法を採用している固定資産については、事業年度

に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法によっております。

【四半期財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

税金費用の計算 　税金費用については、当第３四半期会計期間を含む事業年度の税引前当期純

利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期

純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。ただし、当該見積実効

税率を用いて税金を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法

定実効税率を使用しております。

　なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示しております。
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【注記事項】

（四半期貸借対照表関係）

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

※１　有形固定資産の減価償却累計額は107,664千円であり

ます。

※１　有形固定資産の減価償却累計額は93,452千円であり

ます。

※２　賃貸不動産の減価償却累計額は109,423千円でありま

す。

※２　賃貸不動産の減価償却累計額は106,270千円でありま

す。

（四半期損益計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　役員報酬 109,998千円

　給与 343,308千円

　賞与 68,004千円

　賞与引当金繰入額 37,188千円　

　家賃 207,407千円

　減価償却費 18,034千円

　退職給付費用 9,178千円

　法定福利費 55,524千円

　役員報酬 106,546千円

　給与 343,489千円

　賞与 48,991千円

　賞与引当金繰入額 23,621千円　

　家賃 211,286千円

　減価償却費 18,855千円

　退職給付費用 10,219千円

　法定福利費 54,177千円

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

※　販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次

のとおりであります。

　役員報酬 36,828千円

　給与 116,465千円

　賞与引当金繰入額 37,188千円

　家賃 71,319千円

　減価償却費 7,318千円

　退職給付費用 2,962千円

　法定福利費 18,699千円

　役員報酬 32,782千円

　給与 113,676千円

　賞与引当金繰入額 20,487千円

　家賃 70,237千円

　減価償却費 6,275千円

　退職給付費用 3,283千円

　法定福利費 17,545千円

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成20年12月31日現在）　

※　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対照

表に掲記されている科目の金額との関係

（平成21年12月31日現在）　

現金及び預金勘定 3,199,682千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
600,000千円

　現金及び現金同等物 2,599,682千円

　

現金及び預金勘定 2,110,944千円

預入期間が３ヶ月を超える

定期預金
－ 千円

　現金及び現金同等物 2,110,944千円
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（株主資本等関係）

　当第３四半期会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21

年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

　普通株式　　　　　　8,264,850株

 

２．自己株式の種類及び株式数

　普通株式　　　　　　　468,399株

 

３．新株予約権等に関する事項

　該当事項はありません。

 

４．配当に関する事項

　配当金支払額　

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成21年６月

24日

定時株主総会

普通株式 155,956 20.00平成21年３月31日平成21年６月25日利益剰余金

平成21年10月

28日

取締役会

普通株式 152,030 19.50平成21年９月30日平成21年11月27日利益剰余金

（有価証券関係）

前事業年度末と比較して著しい変動がありません。

 

（デリバティブ取引関係）

当社はデリバティブ取引を全く行っておりませんので、該当事項はありません。　

 

（持分法損益等）

当社は関連会社がないため、該当事項はありません。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

該当事項はありません。
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（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期会計期間末
（平成21年12月31日）

前事業年度末
（平成21年３月31日）

１株当たり純資産額 761.68円 １株当たり純資産額 791.38円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 42.20円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 4.14円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期累計期間
（自　平成20年４月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 329,180 32,307

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 329,180 32,307

期中平均株式数（千株） 7,799 7,796

前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 10.23円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

１株当たり四半期純利益金額 2.64円

　なお、潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　（注）　１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期会計期間
（自　平成20年10月１日
至　平成20年12月31日）

当第３四半期会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

四半期純利益（千円） 79,814 20,598

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純利益（千円） 79,814 20,598

期中平均株式数（千株） 7,798 7,796

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

 

（リース取引関係）

　該当事項はありません。

 

２【その他】

　平成21年10月28日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議致しました。

（イ）中間配当による配当金の総額　　　　　152,030千円

（ロ）1株当たりの金額　　　　　　　　　　 19円50銭

（ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日　平成21年11月27日

　　（注）　平成21年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対し、支払を行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成21年２月12日

旭情報サービス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 亀沖　正典　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 早川　芳夫　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭情報サービス株式

会社の平成20年４月１日から平成21年３月31日までの第47期事業年度の第３四半期会計期間（平成20年10月１日から平成

20年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成20年４月１日から平成20年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、旭情報サービス株式会社の平成20年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

　２.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月12日

旭情報サービス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 早川　芳夫　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 林　由　佳　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている旭情報サービス株式

会社の平成21年４月１日から平成22年３月31日までの第48期事業年度の第３四半期会計期間（平成21年10月１日から平成

21年12月31日まで）及び第３四半期累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期財務諸表、す

なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び四半期キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。こ

の四半期財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期財務諸表に対する結論を表明す

ることにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められる

四半期財務諸表の作成基準に準拠して、旭情報サービス株式会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同日をもって終了す

る第３四半期会計期間及び第３四半期累計期間の経営成績並びに第３四半期累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正

に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

（注）１.上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が別途保管し

ております。

　２.四半期財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれておりません。
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